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研究内容 

 

私たちの研究グループでは、変形性膝関節症に対する再生医療、並びにそのために必要な軟骨の評価方法

の臨床研究を実施すると共に、基礎研究にも力を入れて行っております。自己細胞シートによる軟骨の再生医

療は、トランスレーショナルリサーチと臨床研究を経て 2019 年に先進医療 B として本学付属病院での実施が認

められました。また免疫寛容な組織である軟骨の特徴を生かして、同種細胞シートによる臨床研究を再生医

療等安全性確保法に則り実施しております。私たちは臨床へ還元できる研究をモットーに現在下記のような研

究テーマを学外の共同研究者と共に実施しております。 

  

１．細胞シート工学を応用した関節内構成体の修復・再生に関する研究 

２．関節軟骨の修復・再生機序に関する研究 

３．移植に適した同種細胞、iPS 細胞の安全性に関する研究 

４．miRNA を介したクロストークに関する研究 

５．レーザー誘起光音響法による粘弾性計測評価に関する研究 

６．MRI による関節軟骨の評価に関する研究  
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